
種
料
理
な
ど
）

▼
地
域
の
歴
史
や
民
話
・
戦
争
体

験
等
に
詳
し
い
方
（
昔
の
遊
び
、

古
墳
、
碑
文
な
ど
）

▼
地
域
の
自
然
環
境
に
詳
し
い
方

（
野
鳥
、
昆
虫
、
植
物
、
地
層
な

ど
）

▼
科
学
に
関
心
の
あ
る
方
（
お
も

し
ろ
科
学
実
験
な
ど
）

多
く
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
応
募
者
は
、
伊
賀
市

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
人
材
バ
ン

ク
に
登
録
し
、
伊
賀
市
内
の
幼
稚

園
・
小
中
学
校
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
市
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

（
上
友
生
７
８
５
番
地
）

1
6
21
・
８
８
３
９

E
-m
ail
:iga-ken@

iga.ed.jp

ま
た
は
、
各
地
区
の
小
中
学
校
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子
ど
も
た
ち
に
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ほ
し
い
、
生
き
る

力
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
、
各
学
校
で
は
、「
魅
力
あ
る

学
校
」「
開
か
れ
た
学
校
」「
特
色

あ
る
学
校
」
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会

で
の
人
と
人
の
絆
が
希
薄
に
な
る

な
か
、学
校
の
先
生
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
を
は
じ
め
地
域
社
会
が
一

緒
に
な
っ
て
教
育
の
機
会
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
僕
は
、
○
○
の
こ
と
な
ら
得

意
だ
よ
。
で
も
、
う
ち
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
も
っ
と
得
意
だ
よ
」

「
イ
チ
ゴ
作
り
も
人
を
育
て
る

の
と
一
緒
だ
っ
て
。
水
を
や
る
と

き
に
、
話
し
か
け
て
や
る
と
お
い

し
い
イ
チ
ゴ
が
で
き
る
ん
だ
よ
」

「
乾
電
池
っ
て
、
手
作
り
で
で

き
る
ん
だ
ね
。
○
○
さ
ん
は
何
で

も
よ
く
知
っ
て
る
な
あ
」

等
々
に
ぎ
や
か
な
会
話
、
生
き
生

き
と
し
た
話
し
声
が
聞
こ
え
ま

す
。こ

れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
人
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
、
地
域

の
特
色
や
良
さ
、
さ
ま
ざ
ま
な
大

人
た
ち
と
の
出
会
い
の
素
晴
ら
し

さ
を
肌
で
感
じ
た
り
、
感
動
し
た

り
す
る
活
動
の
中
で
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

地
域
の
人
材
を
能
動
的
・
積

極
的
に
活
用
し
、
子
ど
も

の
学
び
の
意
欲
を
一
層
高
め
て
い

く
た
め
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
と
し
て
子
ど
も

た
ち
に
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

例
え
ば
、

▼
地
域
の
伝
承
芸
能
を
受
け
継
い

で
い
る
方
（
獅
子
舞
、
神
楽
、
和

太
鼓
、
篳
篥

ひ
ち
り
き

、
笙

し
ょ
う

な
ど
）

▼
職
業
と
し
て
そ
の
技
を
駆
使
さ

れ
て
い
る
方
（
米
作
り
、
野
菜
作

り
、
理
容
師
、
美
容
師
、
種
々
の

職
人
の
技
な
ど
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
（
手
話
、

外
国
語
会
話
、本
の
読
み
聞
か
せ
、

図
書
の
整
理
、
ご
み
・
環
境
問
題

な
ど
）

▼
趣
味
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
楽
し

ん
で
い
る
方
（
手
芸
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
将
棋
、
囲
碁
、
菊
作
り
、

コ
ー
ラ
ス
、
各
種
楽
器
演
奏
、
各

学校は、子どもたちにとって『学びの場』であるとい
うことから、各学校では、朝の読書の時間を設定した
り、復習やドリル学習の時間を多くしたり、授業の改
善をしたりするなど各学校独自の工夫により、子ども
一人ひとりに基礎的な学力をつけながら、教育活動全
般を通して「生きる力」の育成を図っています。
しかし、学校週5日制の結果、学習時間が少なくな

ったことや教科の内容が減らされたことなどから、
「子ども達の学力が本当についているのか」「学力が低
下したのではないか」「本当の学力とは何か」などの
不安や議論が全国的に沸き起こっています。
このような状況の中、伊賀市教育委員会では、子ど

も一人ひとりの確かな学力の育成を最重要課題の一つ
として考えています。児童生徒に確かな学力の育成を
図るためには、教師が児童生徒に分かりやすい授業を
実施するなどの授業の質を高めたり授業形態を工夫し
たりすることはもちろん必要ですが、発展的内容の学
習時間の確保や個々の児童生徒への指導のためには、
ある程度の授業時間の確保が必要になってきます。

平成17年度は、試行として夏季休業（夏休み）の期間
を3日間短縮し、8月29日から２学期を開始しました。
8月29日b、30日c、31日dは給食なしの午前中授業
を実施した結果、学習時間が約12時間増加したことに
より、子どもたちにとって、やや余裕をもって学習が
できる状況が生まれました。
試行実施後、伊賀市教育委員会では、PTA関係者や

学校の校長および教職員の代表者と協議を重ね、平成
18年度以降も夏季休業期間を短縮して、8月29日から2
学期を開始、30日から給食を実施することとしました。
また、合わせて学校創立記念日を授業日とすることに
より、学習時間を24時間程度確保します。このことか
ら、小中学校で発展的な学習や余裕を持って学習する
ことが可能になります。
なお、伊賀市教育委員会では、平成19年度実施後に、
2学期を8月29日から始めるのではなく、夏休みのスタ
ートを遅らせる方が望ましいかどうか実施時期を再度
検討し、実施時期を固定化していきます。
家庭や地域においては、様々な事情があるかと思い

ますが、ご理解ご協力をお願いいたします。
【問い合わせ】教育委員会学校教育課　122-9676

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

地
域
の
大
人
た
ち
が

み
ん
な
で
育
て
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
募
集

平成18年度以降 市立幼稚園、小・中学校

2学期が8月29日から始まります
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単　位
１日
10ａ
10ａ
10ａ
１ｍ
１箱
１箱
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
玄米60o
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ

種　目
一般作業

耕起
くれ返し
代かき

畔ぬり機による畔ぬり
育苗
苗運搬
田植え

液剤
粉粒剤

稲刈取り
籾運搬
乾燥・籾摺調整

耕うん・播種・施肥
刈取り・運搬
耕うん・播種・施肥
刈取り・運搬

耕うん等　

農薬散布

麦

大豆

協定基準額
8,000円
8,500円
6,000円
5,500円
80円
700円
80円

9,500円
3,000円
2,000円
18,000円
3,000円
1,900円
8,000円
14,500円
6,000円
12,000円

農作業賃金基準を
決定しました！

■平成18年度　伊賀市農作業賃金基準一覧表（消費税抜き）

平成18年度農作業賃金基準
を右のとおり決定しました。
なお、草刈り業務の基準

額は、平成19年度からの設定
となりますので、ご了承く
ださい。
《注意》いずれも飲食等のま
かない料は含みません。
基準額は、ほ場整備田とし
未整備田およびほ場の条件・
使用農機具・作業の難易度等
により、双方で協議・調整し
てください。
【問い合わせ】
本庁農林政策課

122-9666
農業委員会事務局

122-9669

備　考
8時間労働（男女問わず）
機械持ち賃金（以下同じ）

ドライブハローの場合500円増し

苗代含まず。側条施肥機使用の場合1,500円増し

薬代含まず。動力噴霧機使用

コンバイン使用

基準水分22％

■
主
な
受
給
の
要
件

１
、
地
域
貢
献
事
業
の
創
業

①
サ
ー
ビ
ス
10
分
野
（
※
１
）

②
地
域
重
点
業
種
　

（
農
業
・
林
業
・
一
般
飲
食
店
）

２
、
２
人
以
上
の
雇
入
れ

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
労
働

者
を
２
人
以
上
（
内
１
人
以
上
は

非
自
発
的
離
職
者
（
※
２
）
継
続

し
て
雇
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
常
用
労
働
者
ま
た
は
短
時
間
労

働
者
（
内
１
人
以
上
は
常
用
労

働
者
）

②
雇
入
れ
日
現
在
で
、
65
歳
未
満

の
者

③
創
業
の
日
か
ら
１
年
６
カ
月
以

内
に
雇
入
れ
た
者

地
域
創
業
助
成
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

（
※
１
）
サ
ー
ビ
ス
10
分
野
と
は
、

①
個
人
向
け
・
家
庭
向
け
サ
ー
ビ

ス
②
社
会
人
向
け
教
育
サ
ー
ビ
ス

③
企
業
・
団
体
向
け
サ
ー
ビ
ス

④
住
宅
関
連
サ
ー
ビ
ス

⑤
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

⑥
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

⑦
医
療
サ
ー
ビ
ス

⑧
法
律
等
の
サ
ー
ビ
ス

⑨
環
境
サ
ー
ビ
ス

⑩
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
業
務
委
　

託
を
受
け
た
事
業

（
※
２
）
非
自
発
的
離
職
者
と
は

自
己
の
都
合
や
自
己
の
責
め
に
帰

す
べ
き
理
由
に
よ
ら
な
い
で
離
職

し
た
者
（
倒
産
、
定
年
等
）

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
雇
用
開
発
協
会
　

1
０
５
９
・
２
２
７
・
８
０
３
０

伊
賀
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
賀
）

1
21
・
３
２
２
１

伊
賀
市
地
域
雇
用
創
造

促
進
協
議
会
事
務
局

（
伊
賀
市
商
工
観
光
政
策
課
内
）

1
22
・
９
６
７
２

上
野
商
工
会
議
所

1
21
・
０
５
２
７

地
域
に
貢
献
す
る
事
業
（
指
定
10
分
野
ま
た
は
地
域
重
点
業
種
）
を
起
こ
し
、
65
歳
未
満
の
非
自
発
的
離
職
者

を
１
人
以
上
含
む
２
人
以
上
の
常
用
労
働
者
（
必
ず
１
人
以
上
必
要
）
と
短
時
間
労
働
者
を
雇
用
し
た
場
合
に
、

創
業
に
係
る
経
費
お
よ
び
労
働
者
の
雇
入
れ
に
つ
い
て
支
援
す
る
制
度
で
す
。

伊
賀
市
は
平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
指
定
10
分
野
に
加
え
地
域
重
点
業
種
と
し
て
「
農
業
」「
林
業
」「
一
般
飲

食
店
」
の
事
業
に
つ
い
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

法
人
の
設
立
ま
た
は
個
人
事
業
を
行
っ
て
、
創
業
か
ら
６
カ
月
以
内
に
三
重
県
雇
用
開
発
協
会
へ
事
業
計
画
の

認
定
申
請
を
行
い
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
起
業
・
創
業
に
あ
た
っ
て
の
認
定
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で

計
画
が
あ
る
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

創　業

事業計画の申請
（6カ月以内）

事業計画の認定

2人以上の雇入れ
（創業から1年6カ月以内）

支給申請
（雇入れから3カ月経過後の日から1カ月以内）

助成金の支給

⇒
⇒

⇒
⇒

⇒


